
ひろしま思春期シンポジウム

日　時：2025年２月16日（日）10：00～16：00
 　　　　ハイブリッド形式による開催
会　場：広島市南区民文化センター　大会議室A
 　　　　　  広島市南区比治山本町16番27号
 　　　   オンラインはZOOM
参加費：4,000円
参加対象者：臨床心理士、公認心理師、教員、医師、守秘義務を持つ専門家・援助者、大学院生
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あざみ野心理オフィス主宰
臨床心理士 
日本精神分析学会認定心理療法士

岩倉  拓  先生

指定討論者

広島市安佐南区緑井 1 丁目 27-4-104 メイプル内
メール：shisyunkisymposium@yahoo.co.jp
ＦＡＸ：(082)876-4332
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://shisyunkisympo-h.sakura.ne.jp/

お問い合わせ

話題提供：湊崎和範（広島西医療センター小児科）
　　　　　杉原太郎（杉原心理相談室・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）
　　　　　岡田幸彦（トポスの森）
司　　会：井上房美（広島県立総合リハビリテーションセンター）
　　　　　出先早紀（トポスの森）
ﾐﾆﾚｸﾁｬｰ ：宮川悦子（メイプル）

 現代は内的な葛藤を持ちにくい時代と言われるようになり、
子どもたちとのかかわりのなかでも「手ごたえのなさ」を感
じることも多い。
 本シンポジウムでは私たち支援者が、このような葛藤が持て
ない時代であることについてどのような視点で理解し、どの
ようにかかわることが子どものこころの発達に役に立つのか
を検討し共有したい。

現代の「思春期における内的葛藤」現代の「思春期における内的葛藤」

共著：『精神分析的サポーティブセラピー(POST)入門』　
執筆：「治療０期の耕しと治水」(『心理臨床家の成長―乾吉佑編』)

他

共催：ひろしま思春期シンポジウム実行委員会／杉原心理相談室
後援：ひろしま災害後のこころの支援勉強会 / 広島思春期問題研究会
 ※臨床心理士研修ポイント申請予定 

お申し込みは以下リンクから

思春期の心理臨床を考える⑲


